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研究成果の概要： 
 植民地下朝鮮にあった高等女学校を卒業後、内地に留学した経験を持つ 7 名の朝鮮人女性に

インタビュー調査を実施し、留学の経緯及び内地での留学生活に関する具体的証言を得た他、

11 校分の高等女学校史の翻訳、主要人物の伝記等の翻訳により、高等女学校毎の内地留学の実

態を把握した。また、「鴻嬉寮」（主に李王妃が創設した淑明高等女学校と進明高等女学校から

の内地留学生のために、李王家が東京市渋谷区若木町に開設した寮）に関する文献や入寮者 2
名に対するインタビュー調査により、鴻嬉寮の概要を究明した。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度    1,000,000       0    1,000,000 

 ２００７年度     900,000      270,000       1,170,000 

２００８年度    700,000    210,000     910,000 

年度  

  年度  

総 計    2,600,000      480,000    3,080,000 

 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：教育社会学・多文化教育 
キーワード：内地留学、植民地教育、高等女学校 
 
１．研究開始当初の背景 
（1）研究代表者及び研究分担者（最終年は
連携研究者に変更）が所属する「高等女学校
研究会」では、女子中等教育の実態把握を目
的に、20 余年に渡って日本国内、南洋諸島パ
ラオ、台湾等に設立された高等女学校の調
査・研究を実施し、その成果を刊行してきた。 
 ここ 10 年程は朝鮮に開校された高等女学
校（以下、高女の略記も使用）の実態把握に
焦点を当て、28 校の高女卒業生に対するアン
ケート調査（卒業生には総計 1,397 通送付、

回答 331 通、元教師には計 5 通送付、回答 2
通）、高女卒業生 28 名及び元教師 5名に対す
るインタビュー調査、学校史の翻訳、文献・
資料の収集等により、朝鮮における高等女学
校教育の実態把握に努めてきた。 
 特に、①各高等女学校の特色とその教育内
容を探ること、②調査時点で回想した場合、
卒業生にとって高女時代はどのような印象
を残し、どのように記憶されているのか、ま
た高女教育の意義をどのように感じている
のかを明らかにすること、③教師に対する卒



業生の印象・回想を基に、各校の教育を支え
た教師像を描写すること、④卒業後の進路を
把握すること、⑤同窓会の活動並びに卒業生
の交流の実態を把握すること、の 5点を中心
にアンケート調査、インタビュー調査、学校
史等の分析・考察を行なった結果、朝鮮にお
ける女子中等教育に関する主要部分の調
査・研究はほぼ終えることができた。 
 
（2）高等女学校生徒の卒業後の進路、特に
「日本（内地）留学」が未調査部分として残
っていた。これまでの調査・研究の中で、斎
藤実総督による「一視同仁」の文化統治以降、
高女卒業生の内地への留学が増加していく
ことは確認してきたが、この実態を吟味する
必要があった。内鮮融和政策と内地留学の関
係、内地留学と抗日運動の関係を念頭に、女
子内地留学生の実態を調査すること、「新女
性」としての卒業後の歩みや社会参加の在り
方を検討することが主たる課題となった。 
 
 
 
２．研究の目的 
（1）女学校卒業後に内地に留学した朝鮮人
女子留学生、卒業高女、受入れ学校に焦点を
当て、調査・研究を実施する。対象は、a)東
京女子高等師範学校（現・お茶の水女子大学）、
b)帝国女子専門学校（現・相模女子大学）、c) 
女子美術学校（現・女子美術大学）とし、学
校史、学校新聞、同窓会誌等により、朝鮮人
女子留学生数、選抜方法・留学規定、留学の
実態（授業、寮、友人関係、内地での生活な
ど）を学校毎に比較・検討する。 
 
（2）上記各学校への朝鮮人女子留学生並び
に関係者にインタビュー調査を実施し、留学
時代がどのようなものとして記憶されてい
るか、その後の歩みにどのような影響を与え
たか、など留学の内実を把握するとともに留
学の意義を究明する。 
 
（3）内鮮協会及び李王家御慶事記念会の設
立者で、奈良女子高等師範学校（現・奈良女
子大学）等への留学を斡旋し、朝鮮人女子留
学生の重要な支援者でもあった柳原吉兵衛
に関する資料・文献を収集し、柳原の内地留
学に果たした役割を検討する。同時に、1920
年 4月の李垠皇太子と梨本宮方子女王の結婚
を記念して設立した「李王家後慶事記念会」
とはどのような組織・内容であったのか、内
地留学にはどのような役割を果たしたのか、
を解明する。 
 
（4）李王家が設立した朝鮮人女子留学生の
ための寄宿舎「鴻嬉寮」に居住した留学生に
インタビュー調査を行ない、資料・文献を収

集することにより、鴻嬉寮の概要を把握する。 
 
（5）内地留学生の卒業後の進路を、抗日運
動への参加も含め調査する。 
 
 
 
３．研究の方法 
（1）資料・文献研究および統計分析による
検証 
 ①内地へ女子留学生を送り出した高等女
学校の学校史の中、「留学・留学生」に関す
る記述を整理し、留学生数を把握する。学校
新聞、同窓会誌等により、各女学生の動向・
交流状況を把握する。これまでに実施したア
ンケート調査、インタビュー調査をまとめた
資料集を再読し、「内地留学」に関する部分
を抜粋・記録し直す。 
 同時に内地留学生を多数受入れてきた、a）
東京女子高等師範学校、b）帝国女子専門学
校、c）女子美術学校に焦点を当て、女子内地
留学生の実態調査を行なう。学校史、大学新
聞、同窓会新聞、同窓会記録等を使用し、受
入れ人数、授業・寮等の状況、卒業後の進路、
卒業後の交流状況等各学校側の留学生受入
れに関する項目を中心とする。 
 ②『朝鮮総覧』、『最近朝鮮事情要覧』、『統
監府統計年報』、『朝鮮総督府統計年報』、『朝
鮮諸学校一覧』などを使用し、公立・私立高
等女学校の統計的調査を実施する。 
 ③植民地下朝鮮の女子教育、関連事項・人
物に関する資料・文献を収集し、文献研究を
行なう。 
 
（2）内地に留学した当時者並びに関係者へ
のインタビュー調査 
 ①朝鮮人女子内地留学生及び関係者に対
し、留学・留学生活及びその後の進路に焦点
を当てたインタビュー調査を実施する。 
 
 
 
４．研究成果 
 研究の主な成果は，以下のとおりである。 
（1）淑明高女（私立）、進明高女（私立）、
京畿高女（公立）、梨花高女（私立、キリス
ト教系）、培花高女（私立、キリスト教系）、
好壽敦高女（私立、キリスト教系）、一新女
学校（私立）等、11 校分の学校史の中、内地
留学を中心とする卒業生の進路に関する記
述を翻訳・整理することにより、各女学校に
おける留学生数、留学先、卒業後の進路・職
業等、朝鮮からの女子内地留学生の動向を概
ね把握した。 
 各学校史には内地留学に関する年次毎の
詳細な記述・記録はほぼ皆無であり、主立っ
た卒業生の動向のみが記述されている状況



であったため、集計結果を提示することは不
可能であるが、おおよそ以下の傾向が見られ
た。淑明高女、進明高女、京畿高女からの内
地留学生は、東京女子高等師範学校、日本女
子大学校、奈良女子高等師範学校、女子美術
学校、帝国女子専門学校、東京女子医学専門
学校（現・東京女子医科大学）、帝国女子医
学薬学専門学校（現・東邦大学）、日本女子
体育専門学校（現・日本女子体育大学）等多
岐にわたる分野・地域に留学した者が多く、
キリスト教系高女は、同志社女子専門学校、
活水女子専門学校、金城女子専門学校、神戸
女子神学校などキリスト教系女学校への留
学生が多数を占めた。 
 各留学生の卒業後の進路としては、帰国後
母校の教員として勤務した者がほとんどで
あり、戦後は大学教員に移行した者も多い。
初期の留学生の中には、帰国後、女学校を設
立した者も数名輩出した他、多彩な分野で活
躍をし、留学体験が生かされていることが判
明した。以下は，特に顕著な受入れ学校の事
例である。 
 ①東京女子高等師範学校の朝鮮人卒業生
は 53 名を数える（卒業後の去就が詳細に把
握されている者は現時点で 32 名、第二次世
界大戦による中途帰国者は 4名）。卒業生は、
いずれも教師、教授、行政官、研究者として
優れた業績を残している。1945 年以降、再
び大学院に入学して研鑽を積み、大学教授と
して活躍している者が大半を占める。京畿高
女および淑明高女を卒業後、同校に留学し大
学教授として活躍する 2名にインタビュー調
査を実施し、留学中の勉学風景、恩師の思い
出をはじめ、留学体験がその後の歩みにいか
され、現在も日本人旧友との交流が続けられ
ている様子を聴取した。 
 ②戦前、朝鮮から 80 人以上の留学生が在
籍した帝国女子専門学に関する調査を実施
し、留学生の全体像を把握した。当時、内地
留学生は家事科にしか入学することができ
なかったため、卒業後、家政学や料理の分野
で活躍している者が多く、国民の栄養問題の
解決や給食の普及に尽力した。進明高等女学
校を卒業後，同校に留学した 2 名にインタビ
ュー調査を実施し、日本語の問題もなくスム
ースに学校生活にとけ込み、寮長として活躍
したことなど留学生活全般にわたる具体的
証言を聴取した。 
 ③女子美術学校への内地留学生は国内最
多の 107 名を数える。韓国の大学に美術科が
設立されるのは独立後であったため、美術を
志す女性は同校へ留学し、戦後、韓国の美術
界、教育界で活躍した。 
 本研究では、進明高女を卒業後、同校初の
内地留学生となった羅蕙錫（朝鮮女性初の洋
画家）を取り上げ、調査を進めた。関係者（姪
の羅英均氏で、『日帝時代、わが家は』の著

者）にインタビュー調査を実施した他、李サ
ンギョンによる伝記、『永遠の新女性羅蕙錫』
を翻訳し、羅蕙錫の全体像の把握に努めた。
抗日運動にも関与し、入獄するなど、波乱の
生涯を生きた人物として、興味深い研究の一
歩となった。 
 また、李淑鍾は淑明高女・女子美術専門学
校卒業後、誠信女学校及び誠信女子実業初級
大学校（現・誠信女子大学校）を創設した人
物である。伝記「李淑鍾先生の歩んできた道」
（『誠信 25 年史』所収）他の文献を翻訳し、
李淑鍾の留学体験と帰国後の社会参加の在
り方を検討した。 
 
（2）「鴻嬉寮」に関して残存する資料は僅か
であるが、それらの資料を分析した他、入寮
者 3 名（各々、京畿高女から東京女子高等師
範学校に留学、進明高女から帝国女子専門学
校に留学、淑明高女から東京女子高等師範学
校に留学）にインタビュー調査を実施した。
寮の間取りや寮生活の詳細を聞き取り、鴻嬉
寮の概要を把握した。 
 鴻嬉寮は、1940 年、渋谷区若木町にあっ
た李王職長官邸を開放して、朝鮮人女子留学
生のための学生寮としたものであり、日本女
子大学校、東京女子医学専門学校、帝国女子
医学薬学専門学校、帝国女子専門学校などに
通う、13〜15 名の留学生が入寮した。食糧
難の時代に不自由なく食事が賄われ、関屋依
子（朝鮮総督府中枢院書記官長兼内務部学務
局長関屋貞三郎夫人）、宇佐美ケイ（李王家
職員、後に女子学習院幼稚園主任を歴任）な
どが寮母として留学生を指導・支援した。ま
た、鴻嬉寮は礼儀作法、短歌、書道、茶道な
ど、日本文化を身を教授する場としても機能
した。年に一度は赤坂の李王家に招待される
など、「内鮮融和」政策の一環として創設さ
れ、留学生の「日本」への同化に寄与した寮
ではあるが、その政策の具に終わらず、寮で
の体験は寮生一人一人のその後の歩みに大
きな影響を及ぼした。戦争により短期間の運
営に終わったが、他に類を見ない学生寮であ
ったことが判明した。 
 
（3）「いずれの民族にしても女性は母となっ
て次期の国民を育てるものである・・・公立
女学校に学ぶ者たちから向学心を助長し、日
鮮両民族の心からの融和を理解させること
である」という信念で、80 名以上に及ぶ内地
留学生を支援した柳原吉兵衛（1858 年大阪
に誕生、堺市に大和川染工所を創業し大きな
利益を得る、キリスト者として数々の社会事
業に関与した）は、女子留学生が日本に到着
した時から卒業して帰朝するまでの援助・交
流のみならず、書簡のやり取りの他、毎年の
ように訪朝し、卒業生との親睦会、勤務校訪
問等の交流を続けた。また、「李王家御慶事



記念会規則」の第 6 条に「内地ノ学校ニ勉学
スル朝鮮学生ノ援助ヲナスコト、其他必要ニ
応ジテ事業ヲ起スコトアルベシ」と言う一文
を設け、女子留学生を援助し続けた。残され
た書簡は 1,190 通に及ぶ。前述の羅蕙錫の書
簡数通も残されている。 
 
（4）研究代表者は京畿女子高等女学校卒業
生及び同校元教師 4名へのインタビュー結果
を、『海峡を越えて─京畿高等女学校の思い
出』としてまとめ、刊行した。 
 
（5）研究代表者は、植民地における高等女
学校教育の実態を小・中学校の教育と比較す
るため、柳宗鎬『僕の解放前後 1940─1949』
を日本語に翻訳し、出版した。 
 
（6）連携研究者は、明治期から活発になっ
た外国人女性の来日と日本人との交流、日本
人女性の留学の歴史を、『つながりあう知』
として出版し、朝鮮人女子留学生の実態と比
較・検討する一助とした。 
 
（7）「歴史を複眼で見る─朝鮮の高等女学校
の思い出」というテーマで、元京畿高等女学
校教師吉田重氏（当時 94 歳）とともに講演
し（2008 年 3 月 15 日、於：岐阜市めいてつ
ギャラリー、62 名参加）、岐阜県女性の会「ス
コープ 21」主催の講演会において、「植民地
下朝鮮の高等女学校と女学生」という演題で
講演（2008 年 7 月 18 日、於：岐阜グランド
ホテル、80 名参加）するなど、研究成果を公
開した。 
 
 成果の国内外における位置づけ及びイン
パクトとしては以下が上げられる。 
 a)体系的な高等女学校研究が皆無である上、
植民地における高等女学校の本格的研究成
果が発表されていない状況の中、「高等女学
校研究会」が大きな役割を担ってきた。本研
究もその一端を担うものであり、女子中等教
育のみならず、内地留学という卒業後の進路
にも注目して総合的な研究を行っているこ
と、b）資料・文献研究、統計分析による検
証と並行して、現地に赴き、卒業後内地に留
学した当時者並びに関係者にインタビュー
調査を実施して実態把握に努めていること、
c）「内鮮融和」政策と内地留学の関係、内地
留学と抗日運動の関係にも着目しながら、調
査・研究を行っていること、の 3点が特色で
ある。特に、鴻嬉寮に関する概要を解明でき
たこと、帝国女子専門学校および東京女子高
等師範学校への内地留学生の全体像を掌握
できた点が評価されよう。 
  戦前の内地留学生が高齢となり、インタビ
ュー調査やアンケート調査が不可能となる
中、今後早急にしなければならないことは、

a)これまでに入手した資料・文献等を再検討
し、補足調査を行なうべき点は調査し、論文
や報告書にまとめ発表すること、b)翻訳済み
の学校史、伝記等を刊行すること、c)これま
での調査・研究を『植民地下朝鮮の高等女学
校の総合的研究』としてまとめ刊行すること
である。 
  本研究を通し、さらなる調査・研究の必要
を覚えていることは、関屋貞三郎・依子夫妻、
宇佐美ケイ、東京 YWCA など柳原吉兵衛に匹
敵する内地留学生の支援者／団体の存在で
あり、これに焦点を絞って日本側の受入れ状
況を把握することが課題である。女子内地留
学生にとっての“パトロン”であった人々、
さらには視野を広げて、明治以降、米国に留
学した日本人女子留学生を支援した米国人
ウェイスター・モリス夫人など、“異文化を
つないだ人々”に着目し、比較の目を持ちな
がら，その役割と意義を究明していくことが、
今後の展望の一つである。 
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